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卸売市場における島根県産‘デラウェア'の動向と有利な販売時期

総務企画部 企画調整スタッフ 山本善久

１．目的

本県産‘デラウェア’は、単価低迷や担

い手の高齢化により、出荷量、販売金額、

栽培面積が減少してきています。そのほと

んどが共販出荷されているなかで、今後と

も主要な出荷先になるであろう卸売市場に

おいて本県産‘デラウェア’はどう評価で

きるのでしょうか。

島根県産‘デラウェア’の販売戦略の方

向性を明らかにするため、大阪中央卸売市

場を事例として、市場動向の整理と有利な

販売時期について分析を行いました。

２．方法

１）‘デラウェア’の市場動向

大阪中央卸売市場における 1989 年～

2005 年（17 年間）のデータを用い、年次

別・月別単価指数と実質経済成長率をもと

に需要構造の把握を行いました。なお、市

場データには大阪中央卸売市場青果物流通

年報を用いました。

２）需要関数分析（有利な販売時期の検討）

関数型は、当てはまりが良かった点と弾

性値が求められる点の２点より両対数関数

型を選択しました。また、分析期間は、同

一の需要構造を持つ期間内を一つの単位と

して計測することとし、市場動向調査から

次の３期間を設定しました。①バブルの影

響を色濃く受けた期間（89 年～ 94 年）②

バブル以降の期間（95 年～ 05 年）、③直

近の景気周期（00 年～ 05 年）。分析では、

前述②、③の計測期間の比較を行いました。

計算式は以下のとおりです。

lnＰ＝ α + β1 × lnＱ + β2 × lnＴ

　Ｐ：単価　Ｑ：入荷量　Ｔ：年次
　α：定数項　β1,β2：求めるパラメータ

３．成果の概要

１）市場動向の整理

大阪中央卸売市場における‘デラウェア

’の単価は、バブル景気以降 05 年まで一

貫して下落傾向にあります。また、年次・

月別単価と景気動向の関連をみると、６月、

７月入荷果実については、全体として下落

傾向にあるものの、景気動向に併せて単価

が変動し易い状況にあり、近年では 02 年

以降の実質経済成長率の伸びに反応し単価

が少し上昇傾向にあります。一方、入荷時

期の早い果実（４月、５月）は、実質経済

成長率の変動に関係なく、一貫して下げ傾

向にあります（図１）。

２）需要関数分析（有利な販売時期の検討）

需要関数分析では価格弾性値が全ての月

で-1 よりも小さく、入荷量の増加割合よ

りも価格下落割合が小さい結果となりまし

た。また、需要関数から読みとれる有利な

出荷時期は、４月(-0.22)、５月(-0.33)、
７月(-0.52)、６月（-0.88）の順となりま

した。市場全体と島根県産との価格弾性値

比較では、島根県産の値が小さく、価格下

落幅が少ないことから比較優位にあるとい

資料：1)大阪中央卸売市場青果物流通年報より作成。
　　：2)内閣府需要項目別時系列表より作成。
　注：1)消費者物価指数（00年=100）で実質価格を算出している。
　　　2)89年単価を100として年次・月別単価を指数化している。

図１　市場全体の年次・月別単価指数と実質経済成長率の推移
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定数項
（α）

決定係数
（自由度修

正済）R2
価格弾力性

-0.625 *** -0.373 ***
（-6.063） （-11.753）

-0.221 ** -0.225 **
（-2.543） （-2.354）

-0.336 ** -0.368 ***
（-2.737） （-4.389）

-0.880 *** -0.462 ***
（-6.225） （-11.257）

-0.519 ** -0.378 ***
（-2.874） （-4.909）

-0.592 * -0.657 ***
（-2.042） （-4.608）

-0.160 ** -0.239 **
（-2.647） （-2.718）

-0.106 -0.516 ***
（-0.851） （-5.649）

-0.592 *** -0.576 ***
（-3.261） （-7.533）

－ －
－ －

注：1)（　）内の値はｔ値である。

　　2)***１％有意、**５％有意、*10％有意であることを示している。

    3)計測期間は、1995年～2005年である。

    4)弾性値は、1%の入荷量の変化に対して価格が何%変化するかを示している。

　　5)弾力性は、需要の変化率に対する価格の変化率を示しており、-1÷β１で算出した。

0.959 1.601

表１　大阪中央卸売市場におけるデラウェアの需要関数分析結果

価格弾性値
（β1）

年次動向
（β2）

４月～７月 12.173

４月 9.013 0.656 4.525

５月 9.907 0.812 2.979

1.926

６月 13.379 0.937 1.137

9.474

４月 8.879 0.518 6.233

1.688４月～７月

７月 － － －

６月 11.524 0.847 1.689

島
根
県
産

市
場
全
体

12.118 0.806

５月 9.101 0.751

７月 10.835 0.812

価格弾力性 価格弾力性

４月～７月 -0.625 *** 1.601 -0.720 ** 1.389

４月 -0.221 ** 4.525 -0.477 2.096

５月 -0.336 ** 2.979 -0.542 ** 1.846

６月 -0.880 *** 1.137 -1.061 ** 0.943

７月 -0.519 ** 1.926 -0.594 * 1.684
注：***１％有意、**５％有意、*10％有意であることを示している。

表２　需要の価格弾性値比較（市場全体）

2000年～2005年1995年～2005年

（計測期間②） (計測期間③）

価格弾性値
（β1）

価格弾性値
（β1）

えます（表１）。

需要の価格弾性値（パラメータβ１）の

年次比較では、00 年～ 05 年は 95 年～ 05
年と比較して価格弾性値は大きくなりつつ

あり、入荷量増加に対する価格下落傾向が

強まる傾向にあります。特に、00 年～ 05
年の６月の価格弾性値は-1.061 であること

から、入荷量の増加割合以上に価格下落割

合が大きい結果となりました（表２）。

４．今後の課題

分析に用いた需要関数は、マクロ的視点

からの需要動向や産品の位置づけ及び他県

産との比較を行う上では有効であると考え

ます。しかし、本分析では価格、入荷量以

外の要因を考慮していないため、需要に影

響を与えるであろうその他要因を含めた検

討が今後の課題といえます。また、消費者

ニーズの視点からも需要の規定要因解明に

向けた取り組みを行います。


